
（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00160

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画プラン推進事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室 室課長名 森本　茂

１　事務事業の概要

事業開始年度 平成６年度 改正
内容

吹田市男女共同参画推進条例施行規則一部改正
直 近 の 改 正 平成１９年度

根拠法令等 吹田市男女共同参画推進条例／すいた男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 1 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 3 細節 10

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

男女共同参画社会の形成に関する取組を総合的かつ計画的に推進する。

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女が対等な社会の構成員としてあらゆる分野に参画し、その能力や個性を発揮できる男女共同参画社会の
実現を図る。

事業概要
男女共同参画推進条例に基づき策定した男女共同参画プランの推進を図ると共に、男女共同参画施策の進捗状況を把握し、分析・評価す
る。

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 24 大事業 3 中事業 1 小事業 1

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 1,402 478 1,344 469 1,550

　  人件費
職員数 人 1.00 1.80 1.00 1.00 1.00

総額 （B) 千円 8,300 14,305 8,352 8,352 8,170

総事業費（Ａ＋Ｂ） 9,702 14,783 9,696 8,821 9,720

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 9,702 14,783 9,696 8,821 9,720

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 9,702 14,783 9,696

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

8,821 9,720

財源計（Ｃ＋Ｄ） 9,702 14,783 9,696 8,821 9,720

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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同
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社
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２　評価の指標等

事業番号 00160

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

男女共同参画審議会
目標値 （単位：回） 4.00 4.00 4.00

実績値 （単位：回） 2.00 2.00

達成度(%) 50.0 50.0

目標値
の積算
方法

開催回数

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 4,212.50 4,410.50

一般財源（単位：千円） 4,212.50 4,410.50

②

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00

目標値
の積算
方法

0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

「男女がともに個性や能力を発揮できている
社会になってきている」と思う市民の割合 目標値 （単位：％）

②

指標
内容

市職員における女性管理職の登用の割合
【平成２４年１月１日から課長代理級を管理
職として位置付けたことに伴い、実績値が増
加。

目標値

40.00 40.00 40.00

実績値 （単位：％） 30.80 30.80

達成度(%) 77.0 77.0

目標値
の積算
方法

過去の市民意識調査（４年に１回実施）をも
とに今後の増加をめざし設定 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 273.54 286.40

一般財源（単位：千円） 273.54 286.40

（単位：％） 30.00 30.00 30.00

実績値 （単位：％） 21.90 23.90

達成度(%) 73.0 79.7

目標値
の積算
方法

すいた男女共同参画プランの目標値に基づ
き設定 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 384.70 369.08

一般財源（単位：千円） 384.70 369.08

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

　男女共同参画社会の形成は短期的に実現できるものではなく、市民や事業者に対し継続的に意識啓発等
の事業を重ねていくことが必要である。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画室

事務事業番号 00160 事業名 男女共同参画プラン推進事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　b．市民ニーズは変わらずある。（3点） 3

（２）
有効性
（20点）

16

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ｂ．目標をやや下回るが、具体的な成果を上げている。（3点） 3

（３）
効率性
（20点）

16

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ｂ．迅速なサービス提供のための取組について検討している。（3点） 3

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ｂ．事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる。（3点） 3

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 88

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画室 事務事業番号 00160

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析

　男女が共に性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現には、「すい
た男女共同参画プラン」の推進が不可欠であり、その中で男女共同参画審議会を開催するとともに男女共同
参画の推進に関する施策の実施状況等について報告書を作成し、効果的な分析・評価ができるよう努めて
いる。

0

5

10

15

20
妥当性 

有効性 

効率性 公平性 

持続可能性 



（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00161

事務事業評価調書
事務事業名 啓発事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室 室課長名 森本　茂

１　事務事業の概要

事業開始年度 平成６年度 改正
内容

吹田市男女共同参画推進条例施行規則一部改正
直 近 の 改 正 平成１９年度

根拠法令等 吹田市男女共同参画推進条例／すいた男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 1 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 3 細節 20

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

男女共同参画社会の実現をめざし、市民及び事業者に対して啓発及び情報提供等を行い、男女共同参画社
会に向けての意識改革を図る。

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女が対等な社会の構成員としてあらゆる分野に参画し、その能力や個性を発揮できる男女共同参画社会の
実現を図る。

事業概要

①男女共同参画社会の実現に向けての意識啓発・情報提供のために、啓発冊子等を発行する。
②隔年で「女と男のフェスタ」を開催し、男女共同参画社会の実現に向けての啓発を実施。実行委員会形式。

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 24 大事業 3 中事業 2 小事業 1

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 573 448 1,356 1,255 685

　  人件費
職員数 人 0.80 1.00 0.70 0.70 0.80

総額 （B) 千円 6,640 7,947 5,847 5,847 6,536

総事業費（Ａ＋Ｂ） 7,213 8,395 7,203 7,102 7,221

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 7,213 8,395 7,203 7,102 7,221

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 7,213 8,395 7,203

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

7,102 7,221

財源計（Ｃ＋Ｄ） 7,213 8,395 7,203 7,102 7,221

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

女と男のフェスタｉｎすいた実行委員会

主な委託内容 開催、運営に関する事項

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00161

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

女と男のフェスタ参加者数
目標値 （単位：人） 0.00 700.00 0.00

実績値 （単位：人） 0.00 531.00

達成度(%) 0.0 75.9

目標値
の積算
方法

前回実施（隔年実施）

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 13.37

一般財源（単位：千円） 0.00 13.37

②

指標
内容

女と男のいきいきライフの発行回数
目標値 （単位：回） 2.00 2.00

目標値
の積算
方法

2.00

実績値 （単位：回） 2.00 2.00

達成度(%) 100.0 100.0

実績値

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 4,197.50 3,551.00

一般財源（単位：千円） 4,197.50 3,551.00

「男は仕事」「女は家庭」と思わない市民意
識の割合（男性） 目標値 （単位：％）

②

指標
内容

「男は仕事」「女は家庭」と思わない市民意
識の割合（女性） 目標値

60.00 60.00 60.00

実績値 （単位：％） 48.60 55.40

達成度(%) 81.0 92.3

目標値
の積算
方法

男女共同参画に関する市民意識・実態調査
をもとに今後の増加をめざし設定 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 172.74 128.19

一般財源（単位：千円） 172.74 128.19

（単位：％） 70.00 70.00 70.00

実績値 （単位：％） 65.00 61.10

達成度(%) 92.9 87.3

目標値
の積算
方法

男女共同参画に関する市民意識・実態調査
をもとに今後の増加をめざし設定（５年毎に
実施）

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 129.15 116.24

一般財源（単位：千円） 129.15 116.24

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

男女共同参画社会の実現に向け、市の男女共同参画施策の発信媒体である啓発誌「女と男のいきいきライ
フ」や冊子「エール」、「ＤＶ防止啓発パンフレット」の発行など、様々な啓発事業を続けていく必要がある。ま
た、これまで隔年で開催している「女と男のフェスタ」は啓発事業として、より効果的な手法を検討しながら今
後も事業を継続していく必要がある。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画室

事務事業番号 00161 事業名 啓発事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

16

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　b．市民ニーズは変わらずある。（3点） 3

（２）
有効性
（20点）

16

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ａ．活動指標や有効指標には、他市との比較も可能な、それぞれ別の定量的な指標設定をしている。（5点） 5

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　b．目標を下回る進捗状況である。（3点） 3

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ｂ．目標をやや下回るが、具体的な成果を上げている。（3点） 3

（３）
効率性
（20点）

16

①単位当たりコストは適正ですか。

　ｂ．単位当たりコストは概ね適正であるが、改善の余地がある。（3点） 3

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ｂ．事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる。（3点） 3

（４）
公平性
（20点）

14

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ｂ．サービスの水準は高く、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（3点） 3

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ｃ．受益者負担を求めておらず、検討する必要がある。（1点） 1

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

16

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ｂ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準はやや高い。（3点） 3

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 78

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画室 事務事業番号 00161

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析
　男女共同参画に向けての意識改革を図るために市民及び事業者に対して啓発活動を行っているが、今後
も男女が対等な社会の構成員としてあらゆる分野に参画し、その能力や個性を発揮できる男女共同参画社
会の実現のために、課題解決を意識した啓発活動が必要である。
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00162

事務事業評価調書
事務事業名 ＤＶ防止対策事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室 室課長名 森本　茂

１　事務事業の概要

事業開始年度 平成２５年度 改正
内容

なし
直 近 の 改 正 なし

根拠法令等 吹田市男女共同参画推進条例／すいた男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 1 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 3 細節 50

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

暴力の根絶

　結果
（どのような効果が得られるのか）

ＤＶ被害者の保護及び自立支援を促進するとともに、加害者を作らない社会を実現する。

事業概要
配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等のため、「予防」、「発見」、「支援」、「フォロー」の４つの視点から効果的な事業を推進してお
り、配偶者暴力相談支援センター機能を持つＤＶ相談室での被害者支援や、パンフレットの作成など様々な啓発活動を実施している。

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 24 大事業 6 中事業 1 小事業 1

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 545 318 870 538 815

　  人件費
職員数 人 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00

総額 （B) 千円 16,600 15,894 16,704 16,704 16,340

総事業費（Ａ＋Ｂ） 17,145 16,212 17,574 17,242 17,155

特定財源（Ｃ） 0 0 300 300 300

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

300

市負担（Ｄ） 17,145 16,212 17,274 16,942 16,855

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 17,145 16,212 17,274

300その他 0 0 300

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

16,942 16,855

財源計（Ｃ＋Ｄ） 17,145 16,212 17,574 17,242 17,155

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00162

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

吹田市ＤＶ防止ネットワーク会議の各機関・
部署の代表者会議の開催回数 目標値 （単位：回） 1.00 1.00 1.00

実績値 （単位：回） 0.00 1.00

達成度(%) 0.0 100.0

目標値
の積算
方法

開催回数（１回）

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 17,242.00

一般財源（単位：千円） 0.00 16,942.00

②

指標
内容

吹田市ＤＶ防止ネットワーク会議の各機関・
部署の実務担当者会議の開催回数 目標値 （単位：回） 2.00 2.00

目標値
の積算
方法

2.00

実績値 （単位：回） 2.00 2.00

達成度(%) 100.0 100.0

開催回数（２回）

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 8,106.00 8,621.00

一般財源（単位：千円） 8,106.00 8,471.00

吹田市ＤＶ防止ネットワーク会議の各機関・
部署の代表者会議出席者数 目標値 （単位：人）

②

指標
内容

ＤＶ相談者のうちパンフ、カード、ホームペー
ジを見て相談した相談者の割合（平成２６年
度から実施）

目標値

34.00 34.00 36.00

実績値 （単位：人） 0.00 31.00

達成度(%) 0.0 91.2

目標値
の積算
方法

各機関・部署の出席者数（実績値）
３４人×１回 単位当た

りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 556.19

一般財源（単位：千円） 0.00 546.52

（単位：％） 0.00 30.00 30.00

実績値 （単位：％） 22.90 18.10

達成度(%) 0.0 60.3

目標値
の積算
方法

前年度実績から積算

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 707.95 952.60

一般財源（単位：千円） 707.95 936.02

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

　ＤＶ被害者の保護と継続した自立支援及び予防啓発に取り組むとともに、吹田市ＤＶ防止ネットワーク会議
の有効的な活用を図る。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画室

事務事業番号 00162 事業名 DV防止対策事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ｂ．市が関与すべき事業であるが、その範囲や担い手には民間委託など検討の余地がある。（3点） 3

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

20

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ａ．事業手法の検討や事務改善に取り組み、具体的な成果を上げている。（5点） 5

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 94

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画室 事務事業番号 00162

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析
　ＤＶの相談体制の充実を図るとともに予防啓発に努めている。
　また、DVの防止及びDV被害者の保護・支援を総合的かつ円滑に行うために関係機関等のネットワークを
構築し、DV防止対策の推進を図ることを目的とした吹田市DV防止ネットワーク会議を設置している。
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（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 00163

事務事業評価調書
事務事業名 ダブルリボンプロジェクト基金積立事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室 室課長名 森本　茂

１　事務事業の概要

事業開始年度 平成２５年度 改正
内容

なし
直 近 の 改 正 なし

根拠法令等 吹田市男女共同参画推進条例／すいた男女共同参画プラン／吹田市積立基金条例【昭和３９年３月３１日制定】

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 1 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 3 細節 50

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 ダブルリボンプロジェクト基金積立

　目標
（どういう状態にしたいのか）

Ｗリボンプロジェクトが円滑に行えるよう積み立てる

　結果
（どのような効果が得られるのか）

Ｗリボンプロジェクトが円滑に実施できる

事業概要 Ｗリボンバッジの売上金の一部及び寄附金等をダブルリボンプロジェクト基金に積み立てる。

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 32 大事業 1 中事業 1 小事業 1

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 200 1,466 1,585 2,274 1,585

　  人件費
職員数 人 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20

総額 （B) 千円 1,660 1,590 1,671 1,671 1,634

総事業費（Ａ＋Ｂ） 1,860 3,056 3,256 3,945 3,219

特定財源（Ｃ） 200 1,466 1,585 0 1,585

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

1,585

市負担（Ｄ） 1,660 1,590 1,671 3,945 1,634

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 1,660 1,590 1,671

0その他 200 1,466 1,585

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

3,945 1,634

財源計（Ｃ＋Ｄ） 1,860 3,056 3,256 3,945 3,219

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容
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２　評価の指標等

事業番号 00163

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

Ｗリボンバッジの販売個数
目標値 （単位：個） 3,000.00 3,000.00 3,000.00

実績値 （単位：個） 2,879.00 1,481.00

達成度(%) 96.0 49.4

目標値
の積算
方法

月２５０個×１２か月

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 1.06 2.66

一般財源（単位：千円） 0.55 2.66

②

指標
内容

ダブルリボンプロジェクト基金指定寄附件数
目標値 （単位：円） 50.00 50.00

目標値
の積算
方法

60.00

実績値 （単位：円） 54.00 64.00

達成度(%) 108.0 128.0

前年度実績

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 56.59 61.64

一般財源（単位：千円） 29.44 61.64

Ｗリボンバッジの製作費用を除いた差額分
の積立額 目標値 （単位：円）

②

指標
内容

ダブルリボンプロジェクト基金指定寄附金額
目標値

200,000.00 582,000.00 582,000.00

実績値 （単位：円） 376,302.00 287,314.00

達成度(%) 188.2 49.4

目標値
の積算
方法

当年度在庫バッジの差額分の積立額

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.01 0.01

一般財源（単位：千円） 0.00 0.01

（単位：円） 1,000,000.00 1,000,000.00 1,000,000.00

実績値 （単位：円） 1,086,973.00 1,985,629.00

達成度(%) 108.7 198.6

目標値
の積算
方法

１，０００，０００円

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

目標

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

達成
状況

    終期の設定

評価の説明

　ＤＶや児童虐待など暴力をなくすために実施している「Ｗリボンプロジェクト」を地域や企業と連携して、さら
に発展させ、「暴力のない安心安全なまち、すいた」の実現のための財源として設置した。Ｗリボンバッジの
売上金の一部のほか、企業や市民からの協賛による寄附金なども積み立てており、今後は全国に向けてＷ
リボンマークを周知していく。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

事務事業分析シート
所属名 男女共同参画室

事務事業番号 00163 事業名 ダブルリボンプロジェクト基金積立事業 事業区分 内部管理

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

20

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　ａ．客観的なデータで市民ニーズが高いことを把握している。（5点） 5

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

18

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ａ．迅速なサービス提供のための取組を具体的に取り組んでいる。（5点） 5

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ｂ．事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる。（3点） 3

（４）
公平性
（20点）

0

①サービスの対象範囲は適正ですか。

内部管理

②サービスの水準は適正ですか。

内部管理

③適正な受益者負担を求めていますか。

内部管理

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

内部管理

20

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ａ．現在の事業のあり方で、期待する事業効果を十分得ることができる。（5点） 5

評価点合計
（100点満点） 95

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画室 事務事業番号 00163

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析
　ＤＶや児童虐待などあらゆる暴力の根絶をめざし「Ｗリボンプロジェクト」を実施しており、今後さらに地域や
企業と連携し、「暴力のない安心安全なまち、すいた」の実現に向けてこの事業を発展させ、その財源確保の
ためダブルリボンプロジェクト基金を設置している。
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効率性 公平性 

持続可能性 



（１）

（２）

（３）

一部（上乗せ、横出し等あり） なし　（国・府制度もしくは法令等で市が実施する義務あり）

（５）

内部管理 建設事業 その他

（７）

（8）

直接実施

①

②

③

①

②

③

事業番号 01403

事務事業評価調書
事務事業名 男女共同参画プラン策定事業

担当部名 市民部 室課名 男女共同参画室 室課長名 森本　茂

１　事務事業の概要

事業開始年度 平成６年度 改正
内容

吹田市男女共同参画推進条例施行規則一部改正
直 近 の 改 正 平成１９年度

根拠法令等 吹田市男女共同参画推進条例／すいた男女共同参画プラン

（４） 市単独事業区分

全部

一部にチェックした場合はその説明

総合計画の体系 章 1 すべての人がいきいき輝くまちづくり 節 3 細節 10

（６） 目　　　的

　対象
　（誰を、何を）

区分

範囲等 市民及び事業者

　目標
（どういう状態にしたいのか）

男女共同参画推進条例に基づく男女共同参画プランの次期プランを策定し、男女共同参画社会の実現をめざ
し、男女共同参画の推進を図る。

　結果
（どのような効果が得られるのか）

男女が対等な社会の構成員としてあらゆる分野に参画し、その能力や個性を発揮できる男女共同参画社会の
実現を図る。

事業概要 男女共同参画推進条例に基づく具体的な行動計画である「すいた男女共同参画プラン」（次期計画）の策定を行う。

H27事業別
予算コード

会計 1 款 2 項 1 目 24 大事業 3 中事業 1 小事業 2

（9）
事業費と

財源の内訳

項　目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

予算（千円） 決算（千円） 予算（千円） 決算見込（千円） 予算（千円）

事業費（Ａ） 0 0 1,718 1,609 522

　  人件費
職員数 人 0.00 0.00 0.10 0.10 1.00

総額 （B) 千円 0 0 836 804 8,170

総事業費（Ａ＋Ｂ） 0 0 2,554 2,413 8,692

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0 0

0

府 0 0 0 0 0

国 0 0

0

市負担（Ｄ） 0 0 1,718 1,609 8,692

（
内
訳

）

0 0

0

一般財源 0 0 1,718

0その他 0 0 0

0

その他 0 0 0 0 0

地方債 0 0

1,609 8,692

財源計（Ｃ＋Ｄ） 0 0 1,718 1,609 8,692

（
内
訳

）

0

（10）

実施方法

（該当するもの
は全部チェック）

委託又は一部委託
委託先

主な委託内容

補助金・負担金 交付先

その他 内容



2 1 00040400002

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

２　評価の指標等

事業番号 01403

指　標　項　目 項目
平成26年度
(2014年度)

平成27年度
(2015年度)

平成28年度
(2016年度)

（
１

）
活
動
指
標

①

指標
内容

男女共同参画審議会
目標値 （単位：回） 0.00 0.00 4.00

実績値 （単位：回） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

開催回数

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

②

指標
内容

目標値 （単位：） 0.00 0.00

目標値
の積算
方法

0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

目標値 （単位：）

②

指標
内容

目標値

0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（単位：） 0.00 0.00 0.00

実績値 （単位：） 0.00 0.00

達成度(%) 0.0 0.0

目標値
の積算
方法

単位当た
りコスト

総事業費（単位：千円） 0.00 0.00

一般財源（単位：千円） 0.00 0.00

（
３

）
指
標
で
示
す

 
の
が
困
難
な
場
合

①
活動
内容

次期プラン策定に当たり、平成２７年度に男女共同参画に関する市民意識調
査・実態調査を実施する。

目標

第４次男女共同参画プラン策定の基礎資料とす
る。

（
２

）
成
果
指
標

①

指標
内容

縮小 廃止

②
成果
内容

男女共同参画に関する市民意識調査・実態調査を基に報告書としてまとめる。

達成
状況

平成２７年度に男女共同参画に関する市民意識
調査・実態調査報告書をまとめた。

    終期の設定

評価の説明

　現在、平成２５年３月に策定した「第３次すいた男女共同参画プラン」のもと各種事業に取り組んでいる。当
事業については５年ごとの改訂であるため２６年度の実施はなく、平成２７年度から次期プランの策定に向け
事業を実施する。

（４）総合評価

今後の方向性
(実施計画）  拡充 継続



１　各視点からの評価 　　 ※内部管理事務は「公平性」の評価不要
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事務事業分析シート
所属名 男女共同参画室

事務事業番号 01403 事業名 男女共同参画プラン策定事業 事業区分 その他

評価の視点 評価点 チェック項目　【プルダウンメニューで選択してください。】　※各設問5点満点

（１）
妥当性
（20点）

18

①役割分担の観点から見て、市の関与のあり方は適切ですか。

　ａ．市が関与すべき事業であり、その範囲も担い手も最適である。（5点） 5

　ａ．実施意義は今も増している。（5点）

②この事業を進めることは、施策や政策課題の推進に効果がありますか。

　ａ．施策や政策課題の推進にとって、優先順位の高い重要な事業である。（5点） 5

③社会状況の変化や時間の経過に伴い、事業の実施意義が薄れていませんか。

5

④利用者や対象者の減少など、市民ニーズが低下していませんか。

　b．市民ニーズは変わらずある。（3点） 3

（２）
有効性
（20点）

18

①活動指標・有効指標それぞれに定量的な指標設定を行っていますか。

　ｂ．活動指標や有効指標には定量的な指標設定をしている。又は指標設定は困難であるが目標や達成状況は分析している。（3点） 3

②事業の目的と受益者が一致していますか。

　ａ．事業の目的と受益者は完全に一致している。（5点） 5

③事業は目標どおりに進捗していますか。

　a．目標を上回る又は目標どおりの進捗状況である。（5点） 5

④市民に説明できる具体的な成果を上げていますか。

　ａ．目標以上又は目標どおりの具体的な成果を上げている。（5点） 5

（３）
効率性
（20点）

16

①単位当たりコストは適正ですか。

　ａ．単位当たりコストは適正である。（5点） 5

②迅速なサービスの提供に努めていますか。

　ｂ．迅速なサービス提供のための取組について検討している。（3点） 3

③他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っていますか。

　ａ．他の事業・取組と連携して、事業の効率化を図っている。（5点） 5

④事業手法の検討、事務改善に取り組むなど、事業効率の向上に努めていますか。

　ｂ．事業手法の検討や事務改善に取り組んでいる。（3点） 3

（４）
公平性
（20点）

20

①サービスの対象範囲は適正ですか。

　ａ．不特定多数を対象としている。（5点） 5

②サービスの水準は適正ですか。

　ａ．サービスの水準は適正で、受益者以外の市民から見ても理解が得られる。（5点） 5

③適正な受益者負担を求めていますか。

　ａ．適正な受益者負担を求めている。又は受益者負担を必要としない理由・根拠がある。（5点） 5

④公平性を確保するための取組みをしていますか。

  a．滞納等には速やかに適正な措置を講じており、収納率も高い。又はそのような取組が必要がない事業である。（5点） 5

18

①事業開始当初と比べて、事業費や市負担が大幅に増大していませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増加していない。（5点） 5

②今後、対象者の増加等で事業費や市負担が増大する傾向にありませんか。

　ａ．事業費や市負担はほとんど増大しない見込みである。（5点） 5

③府内類似団体（又は北摂各市）の類似事業と比較・分析していますか。

　ａ．定期的に比較・分析しており、事業費の水準は適正である。（5点） 5

④将来的に見て、現在の事業のあり方で、期待する事業効果を得ることができますか。

　ｂ．現在の事業のあり方で、一定の事業効果は得られるが、見直しにより、さらに効果的な事業にできる余地がある。（3点） 3

評価点合計
（100点満点） 90

　←　※自動計算します。
　　　　　（内部管理事務は公平性の評価点がないため、各視点の合計×1.25（小数点以下切捨て））

（５）
  持続可

能性
（20点）



２　各視点からの評価の点数では表れない事項（必要に応じて記載）

３　事務事業の現状分析

４　その他（国・府の動向など、当該事業に関係する特記事項）

所属名 男女共同参画室 事務事業番号 01403

（１）本事業の位置付け
　主要な政策課題

　としての取組
　　部として重点的な取組 その他

（２）各視点からの評価結果

（３）現状分析
　現在、平成２５年３月に策定した「第３次すいた男女共同参画プラン」のもと各事業に取り組んでいる。当事
業は５年ごとの改訂であり、次期プラン策定に向け平成２７年度に市民意識・実態調査を実施した。
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